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平成２８年度 原子力施設における事故・故障等発生時の 

通報連絡訓練の実施結果について 

 
平成２８年１２月１３日 

茨城県生活環境部防災・危機管理局 
原子力安全対策課 

 
 

１ 訓練の目的 

本訓練は，原子力施設において「火災事故」又は「放射性物質の異常放出」が発生した

場合に備えた迅速な通報連絡及び的確な初期対応体制の確保を目的とする。 
 
２ 実施対象 

  原子力安全協定締結全１８原子力事業所 
 
３ 参加・協力機関 

（１）茨城県（２） 

    原子力安全対策課，防災・危機管理課 

（２）茨城県警察本部（５） 

    警備課，水戸警察署，ひたちなか警察署，那珂警察署，鉾田警察署 

（３）関係市町村（１３） 

    東海村，大洗町，ひたちなか市，那珂市，鉾田市，日立市，常陸太田市，水戸市， 

    茨城町，城里町，常陸大宮市，笠間市，小美玉市 

（４）関係消防本部等（５） 

    ひたちなか・東海広域事務組合消防本部，大洗町消防本部，那珂市消防本部， 

    鹿行広域事務組合消防本部，いばらき消防指令センター 

（５）国関係機関（３） 

原子力規制庁原子力災害対策・核物質防護課，東海・大洗原子力規制事務所， 

総務省消防庁特殊災害室・応急対策室 

（６）原子力安全協定締結事業所（１８） 

（７）原子力事業所安全協力協定（東海ＮＯＡＨ協定）事務局 

 
４ 実施期間 

  平成２８年７月１５日から平成２８年９月１５日まで 
 
５ 訓練想定 

（１）原子力施設管理区域内において火災事故が発生し，放射性物質の環境への放出のおそ

れがある。（以下「火災事故」という。） 

（２）原子力施設から放射性物質の異常な放出があり，環境への影響のおそれがある。（以下

「異常放出事故」という。） 

  ※ いずれも原子力災害対策特別措置法第１０条の対象事象には進展せずに収束するも

のとする。 
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６ 訓練項目 

（１）初期対応訓練 

  ○ 現場確認及び関係職員の招集 

  ○ 事故対策本部活動 

  ○ 消火活動，漏えい拡大防止活動 

  ○ 放射線モニタリング 

  ○ 広報活動 

   ・ 模擬記者会見の準備（記者会見要員の指名・派遣等，関係機関との記者会見時間

の調整，記者会見資料の作成） 

   ・ 模擬記者会見の実施 

   ・ 模擬記者会見に係る関係機関への連絡 

（２）通報連絡訓練 

  ○ 第１報～第４報（電話及びファクシミリ）の実施 

（３）情報提供体制（重要訓練事項） 

  ○ 関係機関に対する通報連絡の確実な実施 

  ○ 外部からの問合せ対応 

 

７ 訓練実施 

  訓練日時及び発災想定施設について，原子力事業所に対し事前に通知せず，訓練当日，

県の通告により抜き打ちで実施した。 
 
８ 実施内容 

（１）訓練想定及び開始時間帯【資料－１ 参照】 

 
【表１ 訓練想定及び開始時間帯】 

 ［火災事故］ 
１３事業所 

［異常放出事故］ 
５事業所 

勤務時間外（平日朝）  １ ０ 
勤務時間内（平日昼）   ９ ３ 
勤務時間外（平日夜）  ２ ２ 
勤務時間外（休日）  １ ０ 

    ※ 表中の数字は事業所数。以下同じ。 

 

（２）東海ＮＯＡＨ協定への協力要請訓練；４回【資料－２ 参照】 
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９ 実施結果 

（１）初期対応訓練の実施状況 

① 事故発生時の現場確認時間及び関係職員の招集等【資料－３参照】 

 1) 現場確認までの所要時間について（表２ 参照） 

・ 火災事故にあっては，時間内では平均７分，時間外においては８分であった。 

    ・ 異常放出事故にあっては，時間内，時間外ともに平均１９分であった。 

2) 関係職員の招集について（表３ 参照） 

・ 所内一斉放送や自動音声による職員携帯電話への一斉発信などが活用され，平

均で７分以内に通報が開始され，迅速に職員の招集が行われていた。 

 

【表２ 事故発生時の現場確認時間】 

訓練開始からの

経過時間（分） 

事業所数 
火災事故 異常放出事故 

時間内 時間外 時間内 時間外 
５未満 ４ ２ １ １ 

５～１０未満 ２ ２ ０ ０ 
１０～２０未満 ３ ０ ０ ０ 
２０以上 ０ ０ ２ １ 

訓練開始からの経過時間（分） 
最 短 １ ４ １ ４ 
最 長 １５ １１ ３４ ３５ 
平 均 ７ ８ １９ １９ 

〔備 考〕 
火災事故； 施設内部への立入時間（監視カメラ等を用いた現場確認を含む） 
異常放出事故； 放射線モニタ等の結果から想定場所を特定した時間 

 
 

【表３ 関係職員への通報開始時間】 

訓練開始からの 

経過時間（分） 
事業所数 

時間内 時間外 
５未満 ５ １ 

５～１０未満 ５ ３ 
１０～２０未満 ２ １ 
２０以上 ０ １ 

訓練開始からの経過時間（分） 
最 短 ０ ４ 
最 長 １７ ２０ 
平 均 ６ １０ 
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② 事故対策本部等における活動状況 
・ 事故対策本部組織等の設置については，平均で１４分以内（最長７５分）に実施

されており，概ね迅速に実施された。（表４ 参照） 
・ 全事業所において，本部長またはあらかじめ指名していた代理者を中心に役割分

担が決められており，本部が機能していた。 
・ 各事業所において，本部での情報共有手段（ホワイトボード，プロジェクターに

よる表示，所内アナウンス等）が工夫されており，情報共有が図られていた。 
 

【表４ 事故対策本部組織設置時間】 

訓練開始からの 

経過時間（分） 

事業所数 

時間内 時間外 

５未満 １ ０ 

５～１０未満 ５ １ 

１０～２０未満 ５ ３ 

２０～３０未満 １ １ 

３０以上 ０ １ 

訓練開始からの経過時間（分） 
最 短 １ ９ 
最 長 ２２ ７５ 
平 均 １０ ２４ 

 

③ 消火活動，放出拡大防止活動 

・ 火災事故発生時の自衛消防隊等の出動時間または，異常放出事故発生時の放出拡

大防止活動開始時間については，通告（事象発生）から時間内にあっては最長２５

分，時間外にあっては最長６３分であった。（表５ 参照） 

 

【表５ 自衛消防隊の出動時間又は異常放出拡大防止活動の開始時間】 

訓練開始からの

経過時間(分) 

事業所数 

［火災事故］ 

自衛消防隊の出動 

［異常放出事故］ 

拡大防止活動の開始 

時間内 時間外 時間内 時間外 

５未満 ２ ０ ０ ０ 

５～１０未満 １ １ ０ ０ 

１０～２０未満 ４ ２ １ ０ 

２０以上 ２ １ ２ ２ 

訓練開始からの経過時間（分） 

最 短 ３ ９ １７ ４９ 

最 長 ２０ ２５ ２５ ６３ 

平 均 １１ １６ ２１ ５６ 
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④ 放射線モニタリング 

・ 全事業所において，発災施設内外や事業所敷地周辺の空間線量率など必要なモニ

タリングが迅速に実施され，周辺環境への影響把握等がなされていた。 

 

⑤ 広報活動訓練の実施状況【資料－４ 参照】 

・ 全事業所において，事業所内での模擬記者発表訓練を実施した。 

 

1) 県，プレス幹事社との連絡調整 

 ・ 記者発表の実施にあたっては，全事業所において，事前に県との連絡調整が実

施された。一方，プレス幹事社（想定）との調整については，１事業所において

実施されなかった。 

※ 住民への情報提供を図るうえで重要な記者発表を的確に実施するために必要なプロ

セスであり，確実に実施されることが望まれる。 
 

2) 記者発表要員の事業所出発（想定）時間及び記者発表開始予定時間（表６ 参照） 

 ・ 事業所出発（想定）時間の平均は時間内が３８分，時間外が７０分であった。 

    ・ 記者発表開始予定時間の平均は時間内が１２８分，時間外が１４８分であった。 

     ※ 事業所出発から発表開始予定時刻までの時間はおおよそ８０～９０分であり，事業所

から県庁までの移動にかかる時間及び県庁到着後，県に説明する時間（約３０分）を考

慮すると妥当な時間であった。 

 

【表６ 記者発表要員事業所出発時間及び記者発表開始予定時間】 

訓練開始からの 経

過時間（分） 

事業所数 

事業所出発（想定）時間 記者発表開始予定時間 

時間内 時間外 時間内 時間外 

３０未満 ５ ０ ０ ０ 

３０～ ６０未満 ６ １ ０ ０ 

６０～ ９０未満 １ ４ ０ ０ 

９０～１２０未満 ０ １ ５ ０ 

１２０～１５０未満 ０ ０ ６ ３ 

１５０以上 ０ ０ １ ３ 

 訓練開始からの経過時間（分） 訓練開始からの経過時間（分） 
最 短 １５ ４９ １０８ １３９ 
最 長 ６５ ９９ １５３ １６３ 
平 均 ３８ ７０ １２８ １４８ 

 
3) 記者発表実施体制【資料－５ 参照】 
・ 派遣要員については，いずれの事業所においても施設及び技術面に熟知した者，

対外的に発言のできる立場の要員が選任されていた。 
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4) 発表内容等 

・ 発生日時・場所，事象の概要，環境への影響等，主要な項目について記載がな

されており，概ね適切な内容であった。 

※ 添付資料については，事業所の位置図のほか，発災状況をわかりやすく説明するため，

核物質防護上支障のない範囲で敷地内建屋配置図，発災施設の平面図，放射線測定位置

図，発災現場写真等を添付することが望ましい。（表７ 参照） 

※ 事象の全体像を把握出来るよう発災状況や，環境への影響の有無，発災施設における

事業内容や発災時の稼働状況など概要の説明を行うことが望ましい。 

・ 一部の事業所において，記者発表開始時に記者会見文が準備されていなかった。 

※ 記者会見文及び事業所の位置図等添付資料を用いることにより，内容を的確かつわか

りやすく説明できることから，可能な限り準備することが望ましい。 

 

【表７ 記者発表資料の添付資料】 

添付資料の内容 事業所数 
事業所の位置図 １４ 
敷地内建屋配置図 １６ 
放射線測定位置図 ８ 
発災施設平面図 １１ 

発災施設の概要※１ ９ 
その他※２ ５ 

※１ 会社概要，発災施設パンフレット等 

※２ 発災現場写真，排気系統図等 

 

 

（２）通報連絡訓練の実施状況【資料－６－１，６－２，７ 参照】 

① 通報連絡全般 

・ 関係機関への第１報から第４報に至る連絡（電話及びＦＡＸ）が全て行われたの

は１６事業所であった。残る２事業所の状況については以下のとおりであった。（表

８ 参照） 

ア 訓練用ＦＡＸの送信リストに登録漏れがあり，関係機関への通報連絡が一部未実

施となった。（１事業所） 

※ 訓練にあたっては，訓練実施要領・細目の内容を十分踏まえるとともに，日頃から送

信リストへの未登録となっている機関がないか確認しておく必要がある。 

イ 事象の進展が早く，第３報を最終報とした。（１事業所） 

  ・ ２事業所において，訓練用ＦＡＸの設定が適切になされていなかったため，一斉送

信が機能しなかった。 

      ※  日頃から一斉送信に不具合がないよう確認をするとともに，万が一，一斉送信が機能

しなかったことを想定し，手動送信等で対応できるよう備えることが望ましい。 

 

【表８ 第１報から第４報に至る全ての連絡が全機関に行われた事業所数】 

電話 １７ 
ＦＡＸ １６ 

電話及びＦＡＸ １６ 
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② 第１報通報時間 

・ 事故想定を火災とした１３事業所における１１９番通報は，全ての事業所におい

て時間外に実施した事業所を含め概ね迅速に行われた。（表９ 参照） 

・ 勤務時間内に訓練を実施した１２事業所については，平均１５分で関係機関への

第１報通報（消防本部等への１１９番通報を除く。）を開始しており，概ね迅速に通

報連絡がなされた。（表１０－１ 参照，詳細については資料６－２参照） 

・ 勤務時間外に訓練を実施した６事業所については，平均１９分で関係機関への第

１報通報得を開始しており，概ね迅速に通報連絡がなされた。（表１０－２ 参照） 

 

【表９ 所轄消防本部等への１１９番通報に要した時間（火災事故）】 

訓練開始からの

経過時間（分） 時間内 時間外 

５未満 １ ０ 
５～１０未満 ５ ２ 

１０～２０未満 ３ ２ 
２０以上 ０ ０ 

訓練開始からの経過時間（分） 
最 短 ２ ６ 
最 長 １７ １４ 
平 均 ９ １０ 

 

 

【表１０－１ 勤務時間内に実施した訓練における関係機関 

（１１９番通報を除く）への第１報通報開始時間】 

訓練開始からの 

経過時間（分） 事業所数 備  考 

１０未満 １ 
最短；７分 
最長；２２分 
平均；１５分 

１０～１５未満 ５ 
１５～２０未満 ５ 
２０～３０未満 １ 
３０以上 ０ 

 
 
 
 

【表１０－２ 勤務時間外に実施した訓練における関係機関 

（１１９番通報を除く）への第１報通報開始時間】 

訓練開始からの 

経過時間（分） 事業所数 備  考 

１０未満 １ 
最短； ９分 
最長；３９分 
平均；１９分 

１０～１５未満 ２ 
１５～２０未満 １ 
２０～３０未満 １ 
３０以上 １ 
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③ 通報連絡内容に係る状況 

   ・ ＦＡＸによる送付文に必要な情報を記載し，電話にて内容説明がなされた。（表

１１ 参照） 

※ 事象の全体像を把握出来るよう発災現場の写真や，発災施設における事業内容などが

わかる資料を核物質防護上支障のない範囲で添付することが望ましい。また，写真等，

ＦＡＸにより見えにくくなる資料は，別途，電子メールでの送信を検討することが望ま

しい。 

 

【表１１ ＦＡＸによる送付文における添付資料及びその連絡時期】 

所要時間（分） 
事業所数 

第１報 第２報 第３報以降 なし 
事業所の位置図 １６ ０ ０ ２ 
敷地内建屋配置図 １７ ０ １ ０ 
放射線測定位置図 ６ ７ ３ ２ 
発災施設の概要等 

（発災施設平面図を含む） 
８ ７ ３ ０ 

  ※ 敷地内建屋配置図，発災施設の概要等は，通報の受け手側が事故状況を正確に把握する上で有効
であり，可能な限り早い段階で送付されるべきである。また，事業所の位置図も重要な情報である
ことから，可能な限り添付すべきである。 

 

（３）外部からの問合せ対応（重要訓練項目）【資料－８ 参照】 

・ ＦＡＸ送信文に記載の連絡先電話番号を確認したところ，１事業所において，Ｆ

ＡＸ送信文（第２報）に記載されている電話番号に誤りがあり，一時的に問合せが

できないケースがみられた。誤記載は，電話番号を手書きで記載したことに起因す

るものであり，今後はあらかじめ電話番号が記載されたＦＡＸ送信文を使用するこ

とにより，誤記載を防ぐよう対策がとられたことを確認した。 

※ 連絡先電話番号は，記載の誤りがないよう十分確認するとともに，問合せに必ず対応で

きる電話番号を記載する必要がある。 

・ いずれの事業所においても，全ての問合せに対して回答が的確になされたことを

確認した。また，一部の事業所においては，外部からの問合せに対応するにあたり，

専任の担当者を配置していた。 

 

 

１０ 良好事例【資料－９ 参照】 

（１）初期対応訓練 

  ・ 事故対策本部の活動情報を本部要員が共有できるよう，ホワイトボード等に情報を

整理し掲載する，所内アナウンスにより情報提供を行うなどの工夫をしていた。 

  ・ 現場活動において，現場の状況をカメラで撮影し，現場指揮所へ情報提供していた。 

  ・ 広報活動において，発災施設の概要について，パンフレット等を用いて説明してい

た。また，記者会見要員に対し，電話以外の通信機器を用いることにより，県庁への

移動中においてもより詳細に情報を共有していた。 

 

（２）通報連絡訓練 

  ・ ＦＡＸに発災現場の写真が添付されており，発災現場の状況がわかりやすく説明さ

れていた。また，外部からの問合せに対して，専任の担当者を配置して対応していた。 
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１１ 事業所内における課題抽出事例 

   各事業所において，訓練終了後，自ら初期対応や通報連絡における課題の抽出並びに

改善策の検討を行っている。抽出された課題並びに改善策について，主なものは以下の

とおり。 

 

（１）初期対応訓練 

・ 放射性物質の異常放出において，法令報告事象に該当する根拠について，わかりや

すい情報の共有ができなかったことから，モニタリング結果と管理目標値等判断の基

準となる数値の関係を整理し，情報共有できるように工夫をする。 

・ 発災施設内における発災場所の位置関係の確認に時間を要したことから，迅速に確

認できるよう，発災施設の図面等，視覚的な情報についても収集する。 

 

（２）通報連絡訓練 

・ ＦＡＸ送信文や記者会見文について，関係者以外が理解しやすい表現が用いられて

いなかったことから，ＦＡＸ送信文等の作成にあたっては，事務系職員と技術系職員

が相互に内容を確認し，理解しやすい表現になるように工夫をする。 

 

１２ まとめ 

（１）初期対応訓練の実施状況 

・ 現場確認及び関係職員の招集等，事故対策本部における活動状況及び放射線モニタ

リングの実施状況については，全体として概ね良好な結果であった。 

・ プレス発表にあたっては発災状況や発災施設の概要について説明を行い，説明にあ

たっては，記者会見文に図面等の参考資料を添付し，積極的に活用することにより，

わかりやすい広報に努めることが望まれる。 

 

（２）通報連絡訓練の実施状況 

・ 第 1報については勤務時間外に訓練を実施した事業所を含め，概ね迅速に行われた。 

・ 一部の事業所において，通報連絡の未実施，通報先電話番号の誤記載等課題がみら

れたことから，改めて日頃からの再確認及び通報連絡体制の徹底が望まれる。 

 

（３）良好事例 

   今回の訓練において，初期対応や通報連絡を実施するにあたり，複数の良好事例が確

認された。各事業所において，他事業所の良好事例を参考にして，更なる体制の強化が

図られることが望まれる。 



【資料ー１】

№ 事　業　所　名 所在 実施日時 時間帯 発災施設(設備)名 発災事象
通報先
件数

NOAHへ
の通報

訓練に同行した
市町村

1
日本照射サービス株式会社
東海センター

東海村
7月15日(金)
10:30～

平日昼
ガンマ線照射施設　1階

照射室
火災 14 － 東海村

2
積水メディカル株式会社
創薬支援事業部創薬支援センター

東海村
7月19日(火)
9:00～

平日昼
第3実験棟　3階

334室
火災 14 － 東海村

3
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

東海村
7月20日(水)
18:30～

平日夜
時間外

プルトニウム燃料第一開発室　1階
セラミック室

火災 18 －
東海村，ひたちな
か市，那珂市

4
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂核融合研究所

那珂市
7月22日(金)
10:00～

平日昼
JT-60一次冷却棟
本体ポンプエリア

火災 14 ○ 那珂市，東海村

5 日本核燃料開発株式会社 大洗町
7月28日(木)
10:30～

平日昼
ホットラボ棟
排気筒

放出 19 －
大洗町，鉾田市，

茨城町

6
三菱マテリアル株式会社
エネルギー事業センター那珂エネルギー開発研究所

那珂市
7月29日(金)
10:00～

平日昼
開発試験棟第Ⅳ棟　1階

RI実験室（1）
火災 14 － 那珂市

7
国立大学法人東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻

東海村
8月4日(木)
14:00～

平日昼
重照射損傷実験棟　1階
重イオン加速器室

火災 16 ○ 東海村

8
日本原子力発電株式会社
東海発電所及び東海第二発電所

東海村
8月6日(土)
8:30～

休日
時間外

東海第二発電所タービン建屋
2階　タービン建屋排気ファン室

火災 18 －
東海村，日立市，常
陸太田市，ひたちな
か市，那珂市

9
公益財団法人核物質管理センター
東海保障措置センター

東海村
8月9日(火)
10:30～

平日昼
新分析棟
排気筒

放出 16 ○ 東海村

10 三菱原子燃料株式会社
那珂市
・東海村

8月25日(木)
9:30～

平日昼
組立工場　1階
燃料集合体組立室

火災 17 － 東海村，那珂市

11 ニュークリア・デベロップメント株式会社 東海村
8月26日(金)
10:30～

平日昼
材料ホットラボ施設（R棟）　1階

第1チャコール実験施設
火災 16 － 東海村

12
株式会社ジェー・シー・オー
東海事業所

東海村
8月31日(水)
8:00～

平日朝
時間外

第2管理棟　2階
213室

火災 16 － 東海村

13
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

東海村
9月1日(木)
18:00～

平日夜
時間外

バックエンド研究施設
排気筒

放出 18 －
東海村,日立市,那

珂市

14
東北大学金属材料研究所附属
量子エネルギー材料科学国際研究センター

大洗町
9月2日(金)
10:30～

平日昼
研究棟　1階
第一化学実験室

火災 14 － 大洗町

15
原子燃料工業株式会社
東海事業所

東海村
9月6日(火)
11:00～

平日昼
加工工場
排気口

放出 16 － 東海村，日立市

16
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター

鉾田市
・大洗町

9月9日(金)
8:00～

平日朝
時間外

高温工学試験研究炉（HTTR）
排気筒

放出 21 －
大洗町，鉾田市，

茨城町

17
日揮株式会社
技術研究所

大洗町
9月13日(火)
18:00～

平日夜
時間外

第2研究棟　1階
2-103室

火災 12 － 大洗町

18
住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室技術センター

東海村
9月15日(木)
9:30～

平日昼
第1試験棟　2階
排風機室

火災 16 ○ 東海村

　平成28年度　通報連絡訓練実施内容一覧



【資料－２】 

 
原子力事業所安全協力協定(東海ノア協定)事務局の訓練内容  

 
 

実施日時 

発災 

事業所 

（事故想定） 

訓練内容 通報の範囲 

第 1 回 
7 月 22 日(金) 

9 時 52 分～ 

量研機構 

那珂研 

（火災） 

訓練事業所からの協力要請を受

信 

原子力事業所

安全協力協定

事務局内 

第２回 
8 月 4 日(木） 

14 時 01 分～ 

東大 

（火災） 

訓練事業所からの協力要請を受

信 

原子力事業所

安全協力協定

事務局内 

第３回 
8 月 9 日(火) 

10 時 33 分～ 

核物質管理 

センター 

(異常放出) 

訓練事業所からの東海ノア事務

局への協力要請を受け，東海ノア事

務局は協定加盟全事業所へＦＡＸ

により協力要請を配信し，通報担当

事業所（４事業所）へ電話による通

報連絡を実施。 

東海ノア事務局から通報を受け

た通報担当事業所は，所轄加盟事業

所に連絡。 

加盟事業所のうち，東海地区事業

所は，活動本部要員を決定し，ＦＡ

Ｘにより東海ノア事務局（活動本

部）へ報告。 

また，大洗地区事業所は２次招集

活動本部員を決定し，ＦＡＸにより

東海ノア事務局（活動本部）へ報告。 

協定加盟 18事

業所の通報連

絡関係者等及

び緊急事態活

動本部員 

第４回 
9 月 15 日(木) 

9 時 34 分～ 

住友金属

鉱山 

（火災） 

訓練事業所からの協力要請を受

信 

原子力事業所

安全協力協定

事務局内 

 



【資料ー３】

開始 完了

1
日本照射サービス株式会社
東海センター

10:27 平日昼 火災 14 0:03
0:06
0:32

0:06 0:06 0:16 0:10 - 0:06 0:15 - 42 29

2
積水メディカル株式会社
創薬支援事業部創薬支援センター

9:12 平日昼 火災 14 0:03
0:07
0:30

0:07 0:07 0:11 0:13 - 0:11 - - 83 61

3
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

18:30
平日夜
時間外

火災 18 0:10
0:12
1:28

0:12 0:14 1:45 0:25 - 0:21 0:17 - 219 180

4
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂核融合研究所

9:52 平日昼 火災 14 0:11
0:11
0:37

0:17 0:17 0:34 0:13 - 0:22 0:13 0:51 211 155

5 日本核燃料開発株式会社 10:44 平日昼 放出 19 0:22
-

0:31
0:09 0:03 0:11 - 0:17 0:08 - - 90 78

6
三菱マテリアル株式会社
エネルギー事業センター那珂エネルギー開発研究所

9:51 平日昼 火災 14 0:06
0:08
0:21

0:00 0:00 0:07 0:07 - 0:06 0:06 - 37 34

7
国立大学法人東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻

14:01 平日昼 火災 16 0:07
0:17
0:32

0:09 0:10 0:17 0:20 - 0:17 - 0:32 42 29

8
日本原子力発電株式会社
東海発電所及び東海第二発電所

8:41
休日

時間外
火災 18 0:11

0:14
0:33

0:20 0:20 1:25 0:17 -
1:15
※4

0:31 - 112 98

9
公益財団法人核物質管理センター
東海保障措置センター

10:33 平日昼 放出 16 0:34
-

0:47
0:04 0:04 0:05 - 0:21 0:05 - 0:15 54 46

10 三菱原子燃料株式会社 9:31 平日昼 火災 17 0:01
0:02
0:26

0:02 0:04 0:14 0:04 - 0:11 0:15 - 134 105

11 ニュークリア・デベロップメント株式会社 10:27 平日昼 火災 16 0:03
0:07
0:48

0:03 0:03 0:10 0:03 - 0:08 0:08 - 89 78

12
株式会社ジェー・シー・オー
東海事業所

8:17
平日朝
時間外

火災 16 0:08
0:09
0:25

0:09 0:08 0:15 0:09 - 0:09 0:15 - 41 37

13
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

18:06
平日夜
時間外

放出 18 0:04
-

0:34
0:04 0:04 0:34 - 0:49 0:10 0:07 - 252 200

14
東北大学金属材料研究所附属
量子エネルギー材料科学国際研究センター

10:04 平日昼 火災 14 0:15
0:13
0:43

0:00 0:00 0:06 0:20 - 0:01 - - 27 27

15
原子燃料工業株式会社
東海事業所

10:48 平日昼 放出 16 0:01
-

0:46
0:07 0:09 0:11 - 0:25 0:11 - - 94 84

16
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター

8:02
平日朝
時間外

放出 21 0:35
-

0:35
0:08 0:09 1:13 - 0:14 0:13 - 212 179

17
日揮株式会社
技術研究所

18:08
平日夜
時間外

火災 12 0:04
0:06
0:32

0:06 0:06 0:12 0:12 - 0:17 - - 22 20

18
住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室技術センター

9:34 平日昼 火災 16 0:12
0:11
0:35

0:11 0:11 0:24 0:11 - 0:11 - 0:32 30 26

※１ ※３ 0:07 0:07 0:27 0:12 0:28 0:11 0:14 0:32 100 81

異常放出
拡大防止
活動開始

時間

事業所
本部設
置時間

平成28年度　通報連絡訓練の実施結果一覧表

（表中の時間は，訓練開始時刻からの経過時間（分間）を示す｡）

№ 事　業　所　名
通告
時刻

時間帯
現場指
揮所設
置時間

ＮＯＡＨ
への

協力要請
時間

招集
人員
(名)

(Ａ)

参集
人員
(名)

(Ｂ)

平　　均

※4 訓練開始44分後には事故対策本部に必要な人員が参集（デスク体制）し，初動対応を開始。

発災
事象

通報先
件数

※1 事故現場確認時間の平均：放出5事業所 19分，火災１3事業所 7分　※２ 上段：119番通報時間，下段：第1報着信確認時間　※３ 119番：平均9分，第1報着信確認：平均38分

関係職
員への
通報開
始時間

関係職員
集合時間 自衛消

防隊
出動
時間

事故
現場
確認
時間

所轄消防等
への通報
時間※２



【資料－４】

県 幹事社

1
日本照射サービス株式会社
東海センター

火災 0:57 1:05 1:08 2 0:06 1:05 0:59 2:33

2
積水メディカル株式会社
創薬支援事業部創薬支援センター

火災 1:19 1:24 1:26 2 0:11 0:18 0:07 2:08

3
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

火災 1:59 2:04 2:06 5 0:21 1:00 0:39 2:30

4
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂核融合研究所

火災 0:48 - - 4 0:22 0:38 0:16 1:48

5 日本核燃料開発株式会社 放出 0:53 0:54 0:54 5 0:08 0:56 0:48 2:16

6
三菱マテリアル株式会社
エネルギー事業センター那珂エネルギー開発研究所

火災 1:04 1:07 1:10 2 0:06 0:22 0:16 2:09

7
国立大学法人東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻

火災 0:27 0:29 0:31 2 0:17 0:59 0:42 1:59

8
日本原子力発電株式会社
東海発電所及び東海第二発電所

火災 1:13 1:16 1:21 2 1:15 0:49 △0:26 2:19

9
公益財団法人核物質管理センター
東海保障措置センター

放出 0:31 0:33 0:41 3 0:05 0:28 0:23 1:57

10 三菱原子燃料株式会社 火災 0:51 0:54 0:58 5 0:11 0:25 0:14 1:59

11 ニュークリア・デベロップメント株式会社 火災 1:09 1:11 1:13 3 0:08 0:15 0:07 2:13

12
株式会社ジェー・シー・オー
東海事業所

火災 1:11 1:18 1:51 3 0:09 1:03 0:54 2:43

13
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

放出 1:00 1:04 1:43 3 0:10 1:24 1:14 2:24

14
東北大学金属材料研究所附属
量子エネルギー材料科学国際研究センター

火災 0:46 0:56 0:58 2 0:01 0:38 0:37 1:56

15
原子燃料工業株式会社
東海事業所

放出 0:54 1:07 1:07 5 0:11 0:36 0:25 2:12

16
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター

放出 1:03 1:08 1:09 4 0:14 1:39 1:25 2:28

17
日揮株式会社
技術研究所

火災 0:59 1:02 - 2 0:17 1:02 0:45 2:22

18
住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室技術センター

火災 1:02 1:05 1:07 3 0:11 0:52 0:41 2:26

1:00 1:05 1:12 3 0:14 0:48 0:34 2:14

-：連絡がなかったもの

平　　均

本部設置から
派遣要員の
事業所出発
(想定)時間

記者発表
開始予定
時間

（表中の時間は，訓練開始時刻からの経過時間（分間）を示す｡）

平成28年度　通報連絡訓練における記者発表の実施結果一覧表

№ 事　業　所　名
発災
事象

記者発表
時刻の調整 発表時刻

の連絡

派遣要員
の人数
(名)

事業所
本部設
置時間

派遣要員
の事業所
出発(想
定)時間



【資料－５】
平成28年度　通報連絡訓練における記者発表の実施体制

№ 事　業　所　名 人数 内訳

1
日本照射サービス株式会社
東海センター

2 施設全体の熟知者（品質保証部長）,進行役

2
積水メディカル株式会社
創薬支援事業部創薬支援センター

2 施設全体の熟知者（副本部長）：２名

3
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

5
施設全体の熟知者（発災施設担当課長，発災施設担当課長代理，発災施設担当課主査）：3名，
放射線管理担当者，進行役

4
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂核融合研究所

4
施設全体の熟知者（技術広報主任），発災施設の熟知者（発災施設担当グループサブリーダー），
進行役，連絡役

5 日本核燃料開発株式会社 5
施設全体の熟知者（取締役），発災施設の熟知者（発災施設担当グループ主務），進行役，
連絡役・議事録作成：2名

6
三菱マテリアル株式会社
エネルギー事業センター那珂エネルギー開発研究所

2 発災施設の熟知者（発災施設担当グループリーダー，発災施設担当グループ副主任研究員）

7
国立大学法人東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻

2 施設全体の熟知者（発災施設担当教授，発災施設担当講師）：2名

8
日本原子力発電株式会社
東海発電所及び東海第二発電所

2 施設全体の熟知者（報道担当GM），進行役

9
公益財団法人核物質管理センター
東海保障措置センター

3 施設全体の熟知者（副所長），発災施設の熟知者（発災施設担当部長，安全管理担当課長代理）：2名

10 三菱原子燃料株式会社 5 施設全体の熟知者（対策本部本部付），発災施設の熟知者（施設・設備担当主査），進行役，連絡役・記録:2名

11 ニュークリア・デベロップメント株式会社 3 施設全体の熟知者（担当部長，担当室長，担当部次長）

12
株式会社ジェー・シー・オー
東海事業所

3 施設全体の熟知者（担当課長），応援者

13
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

3 施設全体の熟知者（担当部次長），発災施設の熟知者（担当課主査），進行役

14
東北大学金属材料研究所附属
量子エネルギー材料科学国際研究センター

2 施設全体の熟知者（担当准教授，担当助教）

15
原子燃料工業株式会社
東海事業所

5 施設全体の熟知者（対策本部副本部長，担当グループ長，担当参事），進行役，記録

16
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター

4 施設全体の熟知者（担当部次長，担当課長代理)，広報担当：2名

17
日揮株式会社
技術研究所

2 施設全体の熟知者（担当グループリーダー），放射線管理担当者

18
住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室技術センター

3 施設全体の熟知者（担当課長，担当グループ主任，担当部長）
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最短
受信

最長
受信

実施
状況

最短
受信

最長
受信

実施
状況

最短
受信

最長
受信

実施
状況

最短
受信

最長
受信

実施
状況

最短
受信

最長
受信

実施
状況

最短
受信

最長
受信

実施
状況

最短
受信

最長
受信

実施
状況

最短
受信

最長
受信

実施
状況

県
消防
本部

1
日本照射サービス株式会社
東海センター

10:27 平日昼 火災 14 0:20 0:26 ○ 0:14 0:28 ○ 0:30 0:36 ○ 0:47 0:55 ○ 0:46 0:58 ○ 0:56 1:07 ○ 1:18 1:28 ○ 1:30 1:37 ○ 有 -

2
積水メディカル株式会社
創薬支援事業部創薬支援センター

9:12 平日昼 火災 14 0:22 0:28 ○ 0:15 0:33 ○ 0:24 0:33 ○ 0:36 0:46 ○ 0:49 1:27 ○ 0:56 1:05 ○ 1:08 1:24 ○ 1:11 1:25 ○ 有 -

3
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

18:30
平日夜
時間外

火災 18 1:04 1:30 △ 0:39 1:26 ○ 1:25 1:56 △ 1:33 2:00 ○ 1:58 2:20 △ 2:14 2:27 ○ 2:14 2:42 △ 2:25 2:39 ○ 有 有

4
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂核融合研究所

9:52 平日昼 火災 14 0:24 0:29 ○ 0:22 0:30 ○ 0:38 0:45 ○ 0:48 0:53 ○ 0:53 1:03 ○ 1:05 1:20 ○ 1:25 1:37 ○ 1:32 1:53 ○ 有 -

5 日本核燃料開発株式会社 10:44 平日昼 放出 19 0:17 0:32 ○ 0:16 0:39 ○ 0:29 1:03 ○ 0:42 1:14 ○ 0:51 1:22 ○ 0:56 1:36 ○ 1:09 2:07 ○ 1:24 2:18 ○ 有 無

6
三菱マテリアル株式会社
エネルギー事業センター那珂エネルギー開発研究所

9:51 平日昼 火災 14 0:17 0:25 ○ 0:12 0:19 ○ 0:33 0:38 ○ 0:38 0:44 ○ 0:51 0:56 ○ 0:55 1:01 ○ 1:10 1:19 ○ 1:17 1:26 ○ 有 -

7
国立大学法人東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻

14:01 平日昼 火災 16 0:23 0:29 ○ 0:16 0:44 ○ 0:38 0:44 ○ 0:42 0:53 ○ 0:56 0:59 ○ 1:00 1:05 ○ 1:17 1:21 ○ 1:21 1:28 ○ 有 有

8
日本原子力発電株式会社
東海発電所及び東海第二発電所

8:41
休日

時間外
火災 18 0:20 0:27 ○ 0:29 1:06 ○ 1:05 1:09 ○ 1:14 1:29 ○ 1:25 1:42 ○ 1:36 1:47 ○ - - △ - - △ 有 無

9
公益財団法人核物質管理センター
東海保障措置センター

10:33 平日昼 放出 16 0:37 1:11 ○ 0:14 0:22 ○ 1:17 1:44 ○ 1:20 1:34 ○ 1:48 2:12 ○ 1:39 2:08 ○ 2:17 2:53 ○ 2:22 2:54 ○ 有 有

10 三菱原子燃料株式会社 9:31 平日昼 火災 17 0:17 0:24 ○ 0:07 0:28 ○ 0:45 0:53 ○ 0:52 1:00 ○ 1:08 1:17 ○ 1:18 1:24 ○ 1:36 1:44 ○ 1:44 1:50 ○ 有 有

11 ニュークリア・デベロップメント株式会社 10:27 平日昼 火災 16 0:25 0:31 ○ 0:12 0:17 ○ 0:43 0:50 ○ 0:52 1:00 ○ 0:45 1:03 ○ 1:03 1:10 ○ 1:21 1:28 ○ 1:28 1:39 ○ 有 有

12
株式会社ジェー・シー・オー
東海事業所

8:17
平日朝
時間外

火災 16 0:12 0:17 ○ 0:09 0:33 ○ 0:39 0:50 ○ 0:49 1:00 ○ 0:59 1:10 ○ 1:07 1:14 ○ 1:25 1:40 ○ 1:42 1:56 ○ 有 -

13
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

18:06
平日夜
時間外

放出 18 0:22 0:33 ○ 0:11 0:22 ○ 0:53 0:59 ○ 1:04 1:12 ○ 1:25 1:37 ○ 1:38 1:48 ○ 1:49 2:01 ○ 2:04 2:13 ○ 無 有

14
東北大学金属材料研究所附属
量子エネルギー材料科学国際研究センター

10:04 平日昼 火災 14 0:27 0:43 ○ 0:16 0:39 ○ 0:48 0:53 ○ 0:53 1:05 ○ 1:10 1:16 ○ 1:16 1:31 ○ 1:33 1:45 ○ 1:43 1:48 ○ 有 -

15
原子燃料工業株式会社
東海事業所

10:48 平日昼 放出 16 0:35 0:57 ○ 0:13 0:51 ○ 0:54 1:07 ○ 1:08 1:20 ○ 1:15 1:27 ○ 1:27 1:36 ○ 1:45 2:00 ○ 2:03 2:16 ○ 有 有

16
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター

8:02
平日朝
時間外

放出 21 0:19 0:38 ○ 0:15 0:42 ○ 0:53 1:04 ○ 1:03 1:53 ○ 1:46 1:58 ○ 1:57 2:09 ○ 2:14 2:31 ○ 2:22 2:47 ○ 有 無

17
日揮株式会社
技術研究所

18:08
平日夜
時間外

火災 12 0:32 0:48 ○ 0:12 0:27 ○ 0:48 0:57 ○ 0:42 1:00 ○ 1:02 1:17 ○ 1:04 1:18 ○ 1:32 1:45 ○ 1:35 1:50 ○ 無 -

18
住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室技術センター

9:34 平日昼 火災 16 0:25 0:33 ○ 0:19 0:36 ○ 0:43 0:54 ○ 0:55 1:07 ○ 1:05 1:16 ○ 1:16 1:24 ○ 1:32 1:41 ○ 1:41 1:50 ○ 有 -

0:25 0:37 0:16 0:36 0:46 0:58 0:55 1:10 1:09 1:24 1:17 1:30 1:34 1:50 1:43 1:59

○：全て実施されたもの　　△：全てまたは一部未実施であったもの

第 ４ 報第 ２ 報 第 ３ 報

電　話 ＦＡＸＦＡＸ 電　話

 ※１　通報先件数は，実施要領において通報することとされている機関（いばらき消防指令センターを除く）の合計数であり，事業所が独自に通報をした機関の数は含まない。　※２　119番通報は除く。

平　　均

 平成28年度　通報連絡訓練における受信者からの報告による通報受信状況一覧表

№ 事　業　所　名
通告
時刻

時間帯

専用回線電話
使用の有無ＦＡＸ

発災
事象

通報
先

件数
※１

第 １ 報

電　話※２ ＦＡＸ 電　話
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FAX 電話※2

通告時刻 最短 0:20 0:14

最長 0:26 0:28

平均 0:23 0:18

現場確認時刻 最短 0:17 0:11

最長 0:23 0:25

平均 0:20 0:15

通告時刻 最短 0:22 0:15

最長 0:28 0:33

平均 0:24 0:25

現場確認時刻 最短 0:19 0:12

最長 0:25 0:30

平均 0:21 0:22

通告時刻 最短 1:04 0:39

最長 1:30 1:26

平均 1:17 0:56

現場確認時刻 最短 0:54 0:29

最長 1:20 1:16

平均 1:07 0:46

通告時刻 最短 0:24 0:22

最長 0:29 0:30

平均 0:24 0:24

現場確認時刻 最短 0:13 0:11

最長 0:18 0:19

平均 0:13 0:13

通告時刻 最短 0:17 0:16

最長 0:32 0:39

平均 0:23 0:22

現場確認時刻 最短 △0:05 △0:06

最長 0:10 0:17

平均 0:01 0:00

通告時刻 最短 0:17 0:12

最長 0:25 0:19

平均 0:21 0:15

現場確認時刻 最短 0:11 0:06

最長 0:19 0:13

平均 0:15 0:09

 平成28年度　通報連絡訓練における受信者からの報告による第１報受信状況一覧表

経過時間(分)

Ｎｏ． 事業所名
第１報までの所要時間※1

発災
事象

時間帯

1
日本照射サービス株式会社
東海センター

火災 平日昼

10:27

10:30

2
積水メディカル株式会社
創薬支援事業部創薬支援センター

火災 平日昼

9:12

9:15

3
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

火災
平日夜
時間外

18:30

18:40

4
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂核融合研究所

火災 平日昼

9:52

10:03

5 日本核燃料開発株式会社 放出 平日昼

10:44

11:06

6
三菱マテリアル株式会社
エネルギー事業センター那珂エネルギー開発研究所

火災 平日昼

9:51

9:57

　※1　△はマイナスを示し，現場確認時刻より前に通報したことを示す。　※2　119番通報は除く。
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FAX 電話※2

 平成28年度　通報連絡訓練における受信者からの報告による第１報受信状況一覧表

経過時間(分)

Ｎｏ． 事業所名
第１報までの所要時間※1

発災
事象

時間帯

通告時刻 最短 0:23 0:16

最長 0:29 0:44

平均 0:24 0:34

現場確認時刻 最短 0:16 0:09

最長 0:22 0:37

平均 0:17 0:27

通告時刻 最短 0:20 0:29

最長 0:27 1:06

平均 0:22 0:41

現場確認時刻 最短 0:09 0:18

最長 0:16 0:55

平均 0:11 0:30

通告時刻 最短 0:37 0:14

最長 1:11 0:22

平均 0:53 0:18

現場確認時刻 最短 0:03 △0:20

最長 0:37 △0:12

平均 0:19 △0:16

通告時刻 最短 0:17 0:07

最長 0:24 0:28

平均 0:18 0:16

現場確認時刻 最短 0:16 0:06

最長 0:23 0:27

平均 0:17 0:15

通告時刻 最短 0:25 0:12

最長 0:31 0:17

平均 0:26 0:14

現場確認時刻 最短 0:22 0:09

最長 0:28 0:14

平均 0:23 0:11

通告時刻 最短 0:12 0:09

最長 0:17 0:33

平均 0:14 0:19

現場確認時刻 最短 0:04 0:01

最長 0:09 0:25

平均 0:06 0:11

7
国立大学法人東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻

火災 平日昼

14:01

14:08

8
日本原子力発電株式会社
東海発電所及び東海第二発電所

火災
休日

時間外

8:41

8:52

9
公益財団法人核物質管理センター
東海保障措置センター

放出 平日昼

10:33

11:07

10 三菱原子燃料株式会社 火災 平日昼

9:31

9:32

11 ニュークリア・デベロップメント株式会社 火災 平日昼

10:27

10:30

12
株式会社ジェー・シー・オー
東海事業所

火災
平日朝
時間外

8:17

8:25

　※1　△はマイナスを示し，現場確認時刻より前に通報したことを示す。　※2　119番通報は除く。
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FAX 電話※2

 平成28年度　通報連絡訓練における受信者からの報告による第１報受信状況一覧表

経過時間(分)

Ｎｏ． 事業所名
第１報までの所要時間※1

発災
事象

時間帯

通告時刻 最短 0:22 0:11

最長 0:33 0:22

平均 0:24 0:14

現場確認時刻 最短 0:18 0:07

最長 0:29 0:18

平均 0:20 0:10

通告時刻 最短 0:27 0:16

最長 0:43 0:39

平均 0:30 0:21

現場確認時刻 最短 0:12 0:01

最長 0:28 0:24

平均 0:15 0:06

通告時刻 最短 0:35 0:13

最長 0:57 0:51

平均 0:39 0:20

現場確認時刻 最短 0:34 0:12

最長 0:56 0:50

平均 0:38 0:19

通告時刻 最短 0:19 0:15

最長 0:38 0:42

平均 0:21 0:35

現場確認時刻 最短 △0:16 △0:20

最長 0:03 0:07

平均 △0:14 0:00

通告時刻 最短 0:32 0:12

最長 0:48 0:27

平均 0:37 0:21

現場確認時刻 最短 0:28 0:08

最長 0:44 0:23

平均 0:33 0:17

通告時刻 最短 0:25 0:19

最長 0:33 0:36

平均 0:28 0:22

現場確認時刻 最短 0:13 0:07

最長 0:21 0:24

平均 0:16 0:10

0:29 0:24

0:19 0:14

13
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

放出
平日夜
時間外

18:06

18:10

14
東北大学金属材料研究所附属
量子エネルギー材料科学国際研究センター

火災 平日昼

10:04

10:19

15
原子燃料工業株式会社
東海事業所

放出 平日昼

10:48

10:49

16
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター

放出
平日朝
時間外

8:02

8:37

17
日揮株式会社
技術研究所

火災
平日夜
時間外

18:08

18:12

平均

通告時刻からの
所要時間

現場確認時刻からの
所要時間

　※1　△はマイナスを示し，現場確認時刻より前に通報したことを示す。　※2　119番通報は除く。

18
住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室技術センター

火災 平日昼

9:34

9:46
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平成28年度　通報連絡訓練における連絡ＦＡＸの添付資料の内容

№ 事　業　所　名
発災
事象

プレス文への
図の添付状況

そ　の　他　の　図　等

1報 2報 3報 4報 1報 2報 3報 4報 1報 2報 3報 4報 1報 2報 3報 4報

1
日本照射サービス株式会社
東海センター

火災 ○ - - ○ ○ - - ○ - ○ ○ - ④ ④ ④ ④⑤ ①②③④⑤
④発災施設平面図
⑤会社概要（パンフレット）

2
積水メディカル株式会社
創薬支援事業部創薬支援センター

火災 ○ - - ○ ○ - - ○ - ○ - ○ ④ - - ④ ①②③④⑤
④発災施設平面図
⑤会社概要（パンフレット）

3
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

火災 - - -
-
-

○ ○ -
○
○

- - -
-
-

- ④⑤ ⑥
⑥
-

②
④排気モニタ等測定値グラフ
⑤発災施設概要　⑥発災施設平面図
※４報下段は第５報の添付資料

4
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂核融合研究所

火災 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ - - - ④⑤ ⑤ ①②⑤
④発災施設平面図
⑤現場写真

5 日本核燃料開発株式会社 放出 ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○ - - ○ ④ ④ - ④⑤ ①②④⑤⑥
④発災施設平面図　⑤設備概要，
⑥会社概要（パンフレット）

6
三菱マテリアル株式会社
エネルギー事業センター那珂エネルギー開発研究所

火災 ○ - - ○ ○ - - ○ - - ○ ○ ④ - - ④ ①②④⑤
④発災施設平面図
⑤会社概要

7
国立大学法人東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻

火災 ○ - - - ○ - - ○ - - - - ④ - - - - ④発災施設平面図

8
日本原子力発電株式会社
東海発電所及び東海第二発電所

火災 ○ - ○ ○ - ○ ○ - ○ - ④ ④ ①②③ ④発災施設平面図

9
公益財団法人核物質管理センター
東海保障措置センター

放出 ○ - - ○ ○ - - ○ ○ - - ○ - ④ ④ ④ ①②③④⑤
④排気系統図
⑤会社概要

10 三菱原子燃料株式会社 火災 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ④ ④ ⑤
④発災施設平面図
⑤会社概要（パンフレット）

11 ニュークリア・デベロップメント株式会社 火災 ○ - - ○ ○ - - ○ ○ - - ○ - ④ - ④ ①②③④⑤
④発災施設平面図
⑤会社概要

12
株式会社ジェー・シー・オー
東海事業所

火災 ○ - - ○ ○ - - ○ - ○ ○ ○ - ④ - ④ ①②④ ④発災施設平面図

13
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

放出 ○ - - ○ - - - ○ ○ - - ○ - - ④⑤
④⑤
⑥

①②③④⑤⑦
④発災施設平面図　⑤発災装置概略図
⑥空間線量率グラフ
⑦施設概要（パンフレット）

14
東北大学金属材料研究所附属
量子エネルギー材料科学国際研究センター

火災 ○ - - ○ ○ - - ○ - ○ ○ ○ ④ - - ④ ①②④ ④発災施設平面図

15
原子燃料工業株式会社
東海事業所

放出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ④ ④⑤ ④⑤ ④⑤ ①②③④⑤⑥
④発災施設平面図　⑤排気系統図
⑥会社概要（パンフレット）

16
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター

放出 - - - - ○ ○ - ○ - ○ ○ ○ - ④ ⑤ ④⑤ ②④⑤
④施設概要
⑤排気系統図

17
日揮株式会社
技術研究所

火災 ○ - - ○ ○ - - ○ - ○ ○ ○ ④ - - ④⑤ ①②④⑤
④発災施設平面図
⑤現場写真

18
住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室技術センター

火災 ○ - - ○ ○ - - ○ - ○ ○ ○ - ④ - ④ ①②③④ ④発災施設平面図

①事業所
　位置図

（所在案内）

②敷地内建家
配置図

(発災施設図示)

③放射線測
　定位置図

(測定結果含む)

発災施設の
概要等



【資料－８】
平成28年度　通報連絡訓練における外部問合せへの対応状況

№ 事　業　所　名
FAX記載の
電話番号

回答実施
状況

外部問合せ用電話の設置場所
外部問合せ

対応者の有無※

1
日本照射サービス株式会社
東海センター

○ ○ 本部内

2
積水メディカル株式会社
創薬支援事業部創薬支援センター

○ ○
事務室

（人員を配置。本部に隣接）

3
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
核燃料サイクル工学研究所

○ ○ 本部内

4
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
那珂核融合研究所

○ ○ 本部内

5 日本核燃料開発株式会社 ○ ○ 本部内 ○

6
三菱マテリアル株式会社
エネルギー事業センター那珂エネルギー開発研究所

○ ○ 本部内

7
国立大学法人東京大学大学院
工学系研究科原子力専攻

× ○ 本部内

8
日本原子力発電株式会社
東海発電所及び東海第二発電所

○ ○ 本部内 ○

9
公益財団法人核物質管理センター
東海保障措置センター

○ ○ 本部内 ○

10 三菱原子燃料株式会社 ○ ○ 本部内

11 ニュークリア・デベロップメント株式会社 ○ ○ 本部内 ○

12
株式会社ジェー・シー・オー
東海事業所

○ ○ 本部内

13
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

○ ○ 本部内 ○

14
東北大学金属材料研究所附属
量子エネルギー材料科学国際研究センター

○ ○
事務室

（通報連絡班員居室。本部に隣接）

15
原子燃料工業株式会社
東海事業所

○ ○ 本部内

16
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター

○ ○ 本部内

17
日揮株式会社
技術研究所

○ ○ 本部内

18
住友金属鉱山株式会社
経営企画部グループ事業管理室技術センター

○ ○ 本部内 ○

×：記載の電話番号に誤りがあった　　　　※　外部問合せに係る電話対応に係る専任担当者の配置



 
 

良好事例 

 

１ 初期対応訓練 

① 事故対策本部活動 
良好事例 

・ 第１報～４報の送信内容について，本部や各班で読み合わせをすることによ

り，複数の視点から内容確認を行っていた。 

・ 各情報の記載欄が整理されたホワイトボードまたは大型ディスプレイ等を準

備し，活動状況（時系列），関係機関への通報連絡状況，放射線モニタリング結

果等を表示することにより，情報の整理及び共有が図られていた。 

・ 本部内に発災施設の大きな平面図を掲示し，マグネットを用いて人員の配置

を把握していた。 

・ 所内アナウンスにより，本部要員以外に対して，事態の進展状況等の情報共

有を行っていた。 

・ 自治体等からの問合せ並びにそれに対する回答について，ホワイトボードに

掲示し，共有を図っていた。 

 
② 現場活動 

良好事例 

・ 現場の状況をモバイルカメラで撮影し，現場指揮所で映像を共有していた。 

 
③ 広報活動 

良好事例 

・ 発災施設の概要の説明に，パンフレット等資料を用いていた。 

・ 記者発表要員への追加情報の付与について，電話以外にタブレット端末，モ

バイルPC，ポータブルプリンタを使用していた。 

 

 

２ 通報連絡訓練 

良好事例 

・ 通報連絡担当者が FAX 送信内容の読み合わせを行ってから着信確認を行って

いた。 

・ 対策本部内に関係機関への通報連絡状況について，記載欄を整理したホワイ

トボードまたは大型ディスプレイ等を設置し，通報時刻等の整理及び共有が図

られていた。 

・ ＦＡＸに発災現場の写真が添付されていた。 

・ 外部からの問合せに対応するにあたり，専任担当者を配置していた 

  

【資料－９】 
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